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令和8年1月 第154号(1)

令和7(2025)年10月4日に運行が始まった“気球からの眺望”は、世界文化遺産の百舌鳥・

古市古墳群や堺の街並みが上空約100ｍからの絶景パノラマで体感できます。

運行会社のパンフレットでは、「静かで揺れが少なく、年齢制限なしで最大30人が乗れ

るヘリウム型気球」と紹介され、さらにヘリウムガスは“安全なガス”で炎上や汚染物質

の排出もなく、安心して楽しめるようです。 （8ページに続く）

堺税務署(確定申告)、事務局からのお知らせ ･･･ 3ページ

福祉･家事援助サービス班総合研修会 ･･･････････ 6ページ

「シルバーの日」普及啓発活動 ････････････････ 9ページ



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
の
始
ま
り
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

堺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
て
は
、

ご
高
齢
の
方
々
へ
の
多
様
な
就
業
機
会
の
提
供
に

よ
り
、
生
き
が
い
創
出
や
健
康
増
進
を
は
じ
め
高

齢
者
福
祉
の
向
上
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
こ
ど
も
の
見
守
り

や
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
管
理
、
清
掃
作
業
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
地
域
環
境
を
支
え
る
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

堺
市
で
は
、
市
政
運
営
の
大
方
針
で
あ
る
「
堺

市
基
本
計
画
2
0
2
5
」
に
お
い
て
重
点
戦
略
に

「
人
生
1
0
0
年
時
代
の
健
康
・
福
祉
」
を
掲
げ
、

す
べ
て
の
人
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
心
身
と
も
に

健
康
で
輝
き
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
健
康
・
福
祉
の

充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
介

護
予
防
事
業
を
拡
充
し
て
地
域
に
展
開
す
る
な
ど
、

ご
高
齢
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
よ
う
に
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
は
、

堺
市
と
し
て
も
春
・
夏
・
秋
と
実
施
し
た
主
催
催

事
に
加
え
、
海
外
の
国
々
や
多
彩
な
パ
ビ
リ
オ
ン

と
の
連
携
を
通
じ
て
堺
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

な
ど
数
々
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
堺
の
将
来

に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
万
博
で
の
挑

戦
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
「
い
の
ち
輝
く
」
堺
の
未

来
に
つ
な
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
こ
れ
か
ら
も
堺
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
に
も
夢
と
希

望
が
持
て
る
都
市
で
あ
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
堺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
年
の
始

ま
り
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
就
労

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
多
様
な
シ
ル
バ
ー
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
取
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
認

知
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
は
大
阪
・
関
西

万
博
に
お
い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
と
も
に

「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
か
ら
地
域
共
生
の
未
来
を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
す
る
な
ど
、
情
報
発
信

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
、
高
齢
者
の
就

業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
り
、
ま

た
多
様
化
す
る
と
予
想
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
も
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
会
員
の
高
齢
化
や
就
業
ニ
ー
ズ
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
4
月
に
策
定
し
た

「
第
5
次
シ
ル
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン(

中
期

計
画)

」
に
基
づ
き
、
「
会
員
の
増
強
と
育
成
」
、

「
就
業
機
会
の
拡
大
と
改
革
」
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
真
摯
な
仕
事

ぶ
り
を
通
じ
て
地
域
社
会
か
ら
さ
ら
な
る
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
円
滑
な
事
業
運
営
と
適
切
な
情

報
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
務
局
運
営
の
効

率
化
や
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
積
極
的
な
活
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
こ

と
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
令
和
8
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和8年1月(2)

堺市長
永藤 英機

理事長
宮尾 半弥



(3)令和8年1月

会員と発注者との間に雇用関係が発生し
ない「請負・委任」業務における当センター
の配分金基準額については、従前より大阪
府の最低賃金を参考に、理事会にて決議の
うえ改定してきました。

今般、令和7年10月16日に大阪府の最低
賃金時間額が改定されたことを踏まえ、ま
た「地域での就業を通じて生きがいの充実
と福祉の増進に資すること」を目的とする

当センター会員の位置づけを勘案し、令
和7年度第4回理事会において、令和8年4月
1日から配分金最低基準額を1,114円から1,17
7円に改定することを決議しました。

また、これに伴い現行の配分金基準額が
1,114円を上回る一部職種についても同様
に配分金基準額を改定します。

詳細については事務局までお問い合わせ
ください。

配分金基準額の改定について
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令和8年1月(4)

1.会員の増強と育成

バスのラッピング広告、市

広報紙への折り込みチラシ、

入会説明会の増強、コンプラ
イアンス、ハラスメントなど

の研修を検討していきます。

今年度は配布班のコンプライア
ンス研修を1月末に実施します。

2.就業機会の拡大と開拓

就業機会拡大会議において、個人オーナー

さまの小規模な賃貸マンションの清掃作業な
ど継続性のある就業先の情報を収集し、就業

拡大につながるように検討していきます。

なお、前年度開拓した「編みぐるみ」の就業

令和7年度の事業計画に基づき下記の実施および検討をしています

は、中国から原料が入荷しないので休止となっ

ています。
3.組織の充実とガバナンス強化

就業希望の多い職群については、会員就業

の基準(ルール)が定められており、その組織
に所属する人々を守るため基準(ルール)に従

いましょう。ローテション就業についても検

討していきます。

とにかく会員さんのスキルを向上し、楽しく

働ける職場を確保して、共働・共助のもとに生

きがいを感じていたただけるように検討してい
きます。

事 業 委 員 会

自転車は手頃な移動手段として日常生活に定

着しており、便利な反面ますます事故の増加が

心配されています。そのため、今後は自転車ルー

ルが今以上に厳しくなり、その厳守・徹底が一
層課されます。

令和8年4月から“自転車への交通反則通告制

度(青切符)の導入”が実施されます。

これらに対応するため、引き続き講習会の開
催を予定しますので参加をお願いします。開催

をご希望のブロック、職域の皆さんは事務局ま

で申し込んでください。
“自転車への交通反則通告制度(青切符)の導

入”については、警察庁交通局ホームページ

「自転車ルールブック」を参照願います。

当委員会では目標・願いを実
現に近づけるためには、会員そ

れぞれが「安全意識」と「自分

は事故を起こさない・事故の当

事者にならないという固い決意」
を常に持っていただき、必要な

対処を講じていただくことが大

切だと思っています。
当委員会は今後とも関係機関と連携しながら

1.自転車安全運転講習会を開催し自転車ルー

ルを普及・徹底

2.安全強化月間を設定し安全意識の啓発と情
報提供

3.植木剪定業務を中心に安全パトロールの実施

4.事故原因の分析と対処法の検討
5.事故を減らすため他委員会およびグループ

との連携

などに引き続き取り組み、事故の減少を目指し

ます。

自転車安全運転講習会は令和4年度から始めま

した。この間各警察署のご協力と各ブロック、

各職域の皆さんの参加をいただきました(15回開
催、300人以上参加)。

発生年度
令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
6年

就業中の
事故

18 19 22 26 28

途上の
事故

11 11 7 8 12

合計 29 30 29 34 40
賠償事故 11 11 12 13 8

◎年度別傷害事故発生件数と賠償事故件数

全員で“事故ゼロ化”を目指しましょう

※数字は総会資料より転載

安全・適正就業委員会の目標・願い
“傷害・賠償事故を会員皆さまの力で無くし、毎日元気で就業しよう"

委員長
時本 幸治

安全・適正就業委員会

委員長
藤原 富之



(5)令和8年1月

今年のブロック研修会、北区は10

月2日(木)でした。34人の出席者です。

課題は、“心もスッキリ！ 効率よ

く簡単に「片付け」と「掃除」をし

よう”でした。

今回は、山﨑ゆか講師でテレビや

ラジオで人気のある方でした。

やはり女性の方は、きめ細やかな

ところまで気が利きますね。

用途に合わせ使用する製品を会員

の皆さんに回してくださり、手に取っ

て、手触りで感触を体感しました。

また、不思議な雑巾のようなもの、

表裏が違うものなどがあり、会員さ

んもびっくりしていました。

90分あっという間でした。

山﨑講師から一言、「今日の皆さ

ん明るいですね～、お話しやすかっ

たです」と言っていただきました。

うれしかったです。皆さんのお陰

ですね。

本年度の検討実施事項は以下

の通りです。
1.会員の拡大

会員数を伸ばす

新入会員を増やすとともに退

会者を減らす
2.会員の健康管理の促進

フレイル予防(日々の健康チェッ

ク)、「おおさか健活マイレージ アスマイル」

アプリの活用
3.会員の自主サークル活動の促進

4.地域委員研修の実施

5.普及啓発活動の推進
「シルバーの日」(10月第3土曜日)に、会員募

集チラシの配布と清掃ボランティア活動を行っ

ています。また、“区民まつり”へも参加し

ています。

令和7年度は東区、南区、北区、美原区の各区

民まつりにおいて、地域委員と家事援助班の会

員を中心に物品販売と会員募集チラシの配布

を行いました。
6.「女性いきいき推進会議」と連携し、女性会

員の会員拡大・退会抑制・会員交流のために

以下の項目に取り組みます。

◯美容講座の実施
◯スマホ講座の実施

デジタル活用支援のスマホ講座

◯スマホ脳トレアプリの活用
◯会員交流会の検討

◯普及啓発イベントの検討

◯女性会員の就業機会の開拓や提供

◯就業の様子を紹介するショート動画作成の
検討

委員長
渕上 とく子

総務委員会は主に会員拡大と退会抑制のための取組みについて検討しています

総 務 委 員 会

世話人 村 芳子



令和8年1月(6)

ご
家
庭
の
包
丁
や
は
さ

み
、
仕
事
で
使
う
剪
定
ば
さ

み
な
ど
、
切
れ
味
で
お
困
り

の
刃
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
分

室
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
預
か
り
し
、
刃
物
研
ぎ

担
当
会
員
が
お
研
ぎ
し
ま
す
。

【
料
金
】

１
丁
5
0
0
円
か
ら

プ
ラ
ス
事
務
費
10
％

※
セ
ラ
ミ
ッ
ク
包
丁
は
不
可

※
料
金
は
、
サ
ビ
・
刃
こ
ぼ

れ
の
状
況
に
よ
り
多
少
前

後
し
ま
す
。
品
物
を
お
返

し
す
る
と
き
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い

※
約
3
～
4
営
業
日
、
品
物

を
お
預
か
り
し
ま
す
。
研

い
だ
刃
物
は
、
お
預
か
り

し
た
本
部
ま
た
は
分
室
で

お
返
し
し
ま
す

刃

物

研

ぎ

始

め

ま

し

た



(7)令和8年1月

昨
年
10
月
4
日
、
5
日
に
百
舌

鳥
八
幡
宮
の
秋
祭
り
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
年
、
当
セ
ン
タ
ー
に
当
日

の
清
掃
作
業
と
駐
輪
場
へ
の
案
内

な
ど
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま

す(

従
事
者
延
べ
人
数
72
人)

。

お
祭
り
の
2
日
間
は
あ
い
に
く

の
降
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の

豪
華
絢
爛
な
〝
ふ
と
ん
太
鼓
〟
が
、

威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
練

り
歩
く
姿
は
、
本
当
に
迫
力
満
点

で
し
た
。

さ
て
、
祭
り
当
日
は
、
各
配
置

場
所
で
駐
輪
場
へ
の
案
内
を
し
、

多
く
の
方
々
が
安
全
に
、
そ
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

特
に
、
祭
り
の
混
雑
時
に
お
け

る
駐
輪
場
へ
の
案
内
は
、
事
故
防

止
や
円
滑
な
交
通
の
流
れ
を
確
保

す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

ま
た
、
清
掃
活
動
で
は
、
多
く

の
方
々
が
楽
し
ま
れ
た
祭
り
の
賑

わ
い
の
後
片
付
け
を
し
ま
し
た
。

境
内
の
美
化
に
貢
献
し
、
利
用

者
や
地
域
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
よ
う
尽
力
す
る
こ
と
は
、

祭
り
の
成
功
を
陰
で
支
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
就
業
活
動
を
通
じ
て

地
域
の
お
祭
り
へ
の
貢
献
を
実
感
し

祭
り
の
裏
側
を
支
え
る
貴
重
な
経

験
を
し
ま
し
た
。

従
事
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

北
ブ
ロ
ッ
ク

木
村

利
昭



令和8年1月(8)

〇場 所 堺区百舌鳥夕雲町2丁(大仙公園内)

〇ア ク セ ス JR阪和線「百舌鳥駅」から西へ徒歩5分

車利用者は大仙公園内駐車場(有料)があります

〇運 行 時 間 10～17時45分（約15分おきに運行）

〇搭 乗 料 金 おとな(16歳以上)3,200円 こども(3～15歳)2,200円

(3歳未満は無料)表示料金はすべて税込み
・ 堺市民は2割引きで記載の料金

〇休 業 日 原則として年中無休で運行

〇必要な手続き

1.インターネットで事前に登録が必要です
「おおさか堺バルーン」ホームページのＵＲＬは、

https://osaka-sakai-balloon.com

右のＱＲコードを読み込めば「おおさか堺バルーン」のホーム
ページを表示できます。登録ページで必要事項を入力してください

※ホームページには登録方法を解説したページがあります

「おおさか堺バルーン」の基本情報は下記のとおりです

2.登録後、予約ができます
予約ページに進んで、予約希望日に空きがあ

れば、その日の10日前から予約できます(11日

以前の予約はできません)

3.予約後、決済方法を選ぶことができます
クレジット決済または当日現地窓口での精算

のいずれかを選ぶ

4.搭乗当日
・搭乗時刻になったら搭乗ゲート入口に行く

・搭乗前にガイダンスを10分程度見る

・ゴンドラに搭乗
〇問い合わせ

(メール) osaka-balloon@xpg.co.jp

＊お電話でのご予約は受け付けておりません

※天候状況や機械のメンテナンスによる運行休
止は、ホームページで案内しますので、事前
にご確認願います

シ
マ
ノ
自
転
車
博
物
館
に
11
月
15
日(

土)

10
時
30

分
現
地
集
合
、
1
時
間
後
現
地
流
れ
解
散
。

当
日
は
晴
天
で
75
人
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
は
自
ら
が
転
が
す
車
と
書
い
て
自
転
車
と

呼
び
ま
す
。
つ
ま
り
自
転
車
を
動
か
す
主
人
公
は

〝
人
〟
で
あ
り
そ
の
楽
し
み
方
は
人
の
数
だ
け
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
自
転
車
の
誕
生
か
ら
現

在
ま
で
の
歴
史
を
館
内
で
現
物
や
パ
ネ
ル
映
像
で
見

学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
変
速
機
を
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
で
自
動
制
御
す

る
シ
ス
テ
ム(

ク
オ
ー
ト)

を
開
発
し
始
め
た
と
の
こ

と
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
乗
る
人
の
好
み
や
癖
を
学
習
し
て

変
速
機
に
自
動
で
反
映
さ
せ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
走
り
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
わ
ず
ら
わ

し
い
ス
イ
ッ
チ
操
作
が
不
要
で
、
よ
り
楽
し
め
る
自

転
車
が
出
て
き
ま
す
。

約
1
時
間
で
流
れ

解
散
し
、
次
の
楽
し

み
の
飲
食
店
街
へ
。

各
自
、
グ
ル
ー
プ
で

交
流
を
楽
し
ん
で
帰

路
に
つ
か
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

参
加
者
よ
り
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秋
季(

1
5
3)

号
か
ら
編
集
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

5
年
程
前
、
「
未
就
学
児
向
け
情
報

誌
」
の
編
集
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ご

縁
も
あ
り
、
今
回
、
編
集
の
お
声
が
け

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
は
、
お
話
を
い
た
だ
い
た
当
初
は
、

自
分
に
務
ま
る
の
か
と
不
安
な
気
持
ち

で
し
た
。
し
か
し
、
編
集
会
議
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
の
編
集
委
員
の

方
々
が
積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
議
が
進
ん
で
い

く
様
子
を
見
て
、
私
も
こ
の
お
仲
間
に

加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
読
者

の
方
々
に
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
私
自
身
も
こ
の
経
験
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平本編集部会委員

初
芝
駅
前
に
お
い
て
約
20
人
が

参
加
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
普
及

啓
発
活
動
や
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配

り
な
が
ら
の
普
及
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

東
ブ
ロ
ッ
ク

長
谷
川

武
士

令

和
7

年
10

月
18

日(

土)

〝

シ
ル
バ
ー
の
日

〟

の
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動

東
ブ
ロ
ッ
ク

北
ブ
ロ
ッ
ク

西
ブ
ロ
ッ
ク



令和8年1月(10)

昨
年
10
月
28
日(

火)

早
朝
か
ら

勇
ん
で
参
加
し
た
会
員
に
、
天
候

も
青
空
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

引
沼
会
長
は
「
安
全
第
一
、
楽

し
さ
満
喫
」
と
28
人
の
参
加
者
に

感
謝
の
お
礼
の
挨
拶
を
伝
え
ま
し

た
。
赤
松
Ｐ
Ａ
で
ト
イ
レ
休
憩
、

昼
食
を
購
入
し
て
半
時
間
で

神
子
畑
選
鉱
場
に
着
き
ま
し
た
。

み

こ

ば

た

山
深
く
清
ら
か
な
川
の
流
れ
に

見
と
れ
て
い
る
と
巨
大
な
施
設
群

が
目
前
に
登
場
し
ま
し
た
。
私
た

ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
朝
来
市
シ

あ

さ

ご

ル
バ
ー
の
岸
下
さ
ん
は
、
1
時
間

半
を
超
え
る
地
元
愛
に
満
ち
た
ガ

イ
ド
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
の
斜
面
全
体
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
雛
壇
の
よ
う
で
す
。
『
天
空

の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』
を
思
い
浮
か
べ

ま
し
た
。

こ
の
地
は
古
く
、
西
暦
8
0
0

年
頃
か
ら
銀
と
銅
の
鉱
山
と
し
て

栄
え
て
ま
し
た
が
、
1
9
1
9(

大

正
8)

年
に
は
明
延
鉱
山
の
選
鉱

あ

け

の

べ

場
と
な
り
、
拡
張
さ
れ
て
多
い
時

に
は
1
3
0
0
人
も
の
人
が
暮
ら

し
、
山
中
に
は
〝
一
円
電
車
〟

が
通
り
、
学
校
や
映
画
館
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
不
夜
城
と
呼
ば
れ

た
東
洋
一
の
選
鉱
場
に
残
る
円
盤

形
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
見
ま
が
う
よ
う
な

〝
ろ
過
装
置
〟
は
百
尺
シ
ッ
ク
ナ
ー

(

直
径
30
ｍ)

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
1
9
8
7(
昭
和

62)

年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7(

平
成
29)

年
に
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
い
説
明
で
し
た
が
山
間
部
な

の
で
終
わ
り
ご
ろ
は
肌
寒
く
な
り
、

昼
食
は
バ
ス
内
で
ほ
っ
こ
り
身
体

を
温
め
な
が
ら
の
お
昼
休
憩
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
の
目
的
地
の
Ｊ
Ｒ

竹
田
駅
へ
と
向
か
い
、
到
着
後
に

竹
田
城
組
14
人
と
町
散
策
組
14
人

に
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。
竹

田
城
組
は
、
思
わ
ぬ
急
な
坂
道
を

登
っ
た
り
、
石
の
階
段
と
は
い
っ

て
も
岩
山
に
近
く
、
大
き
か
っ
た

り
尖
っ
た
り
で
、
か
な
り
き
つ
い

と
感
じ
ま
し
た
。

昔
の
武
士
に
思
い
を
馳
せ
て
、

重
い
武
具
を
着
け
て
よ
く
登
れ
た

も
の
と
、
さ
す
が
難
攻
不
落
の
城

で
す
。
登
る
ほ
ど
に
空
気
が
澄
ん

で
苔
や
木
々
の
緑
、
少
し
色
づ
い

た
葉
も
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く

開
け
た
と
こ
ろ
に
出
て
、
憧
れ
の

天
守
跡
に
登
り
ま
し
た
。
見
渡
す

町
並
み
村
々
の
田
園
、
か
な
た
に

連
な
る
山
々
が
四
方
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
情
景
を
心
に
焼
き
付
け

た
ら
、
あ
と
は
十
分
気
を
付
け
な

が
ら
、
用
心
第
一
の
下
山
と
な
り

ま
し
た
。

町
散
策
組
は
、
い
た
っ
て
の
ん

び
り
と
寺
町
通
り
を
水
路
の
鯉
や

メ
ダ
カ
の
学
校
を
の
ぞ
い
て
、
学

童
ら
と
わ
い
わ
い
と
戯
れ
、
人
通

り
の
少
な
い
街
並
み
を
興
味
深
く

散
策
し
ま
く
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
医
院
を
改
造
し
た
天

井
の
梁
が
露
出
し
た
カ
フ
ェ
で
ぜ

ん
ざ
い
や
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
長
談
義
を
楽
し
み
ま
し
た
。

帰
り
は
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く

堺
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
、
お
世
話
し
て
く
れ
た

会
員
の
方
々
に
あ
り
が
と
う
の
お

礼
を
送
り
ま
す
。
ま
た
の
再
会
を
。

同好会

美
原
ブ
ロ
ッ
ク

原
田

憲
治



く
す
の
木
の

八
百
年
の

伊
勢
社
殿

踏
み
し
め
歩
く

ジ
ャ
リ
の
音
続
く

ひ
と
し
き
り

喋
っ
た
相
手
の

名
前
で
ず

西
ブ
ロ
ッ
ク

上
田

雅
子

美
原
ブ
ロ
ッ
ク
杉
田

洋
子

(11)令和8年1月

会員紹介カード

切り取り線

当センターでは、会員紹介に関する報奨制度を
設けています。
お知り合いの方やご近所の方に、ぜひ当センター

への入会をお勧めください。左記の「会員紹介カー
ド」にあなたの会員番号と氏名を記入し、入会し
たい方にお渡しください。
受け取った方が、入会研修会に持参の上、入会

された場合、ご紹介いただいたあなたに事務局よ
り粗品をお贈りしています。

会員になりたい方を紹介してください！

会員No. 氏 名

入会される方の氏名

「和泉リサイクル環境公園」 南ブロック 山根 順子

北
ブ
ロ
ッ
ク

森
井

忠

歳
重
ね

ふ
る
さ
と
想
う

ア
キ
ア
カ
ネ

南
ブ
ロ
ッ
ク

倉
良

支

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

編
集
部
会

一
同



次の第1～5問の答えを解答例からお答えください。問題はすべて今号(第154号)から出題しています。
答えは第1問＝Ｄ のように解答例のアルファベットでお答えください。

第3問 総務委員会の主な取り組み内容は？

解答例 Ａ悩みの相談会 ラ ンニング Ｂ 法律相談会 水泳 Ｃ 会員拡大と退会抑制

第2問 自転車安全運転講習会の開催は令和4年度から現在まで、何回？

解答例 Ａ 10回イル予防 用 Ｂ 15回殊詐欺の手口や注意点 Ｃ 20回

第1問 おおさか堺バルーンが上がるのは上空何メートルまで？

解答例 Ａ 200ｍ Ｂ 150ｍ Ｃ 100ｍ

締め切りは2月27日(金)必着

はがきに解答、会員番号、氏名、郵便番号、住所を明記の上、『シルバーさかい』編集

部会(本部内)まで。正解者多数の場合、抽選で20人に記念品をお贈りします。

応募総数78、正解者75、抽選の結果、当選

者20人に記念品をお贈りしました。

第1問 ＝ Ｃ 第2問 ＝ Ｂ

第3問 ＝ Ｂ 第4問 ＝ Ａ

第5問 ＝ Ｂ

前 号 の 正 解

書、写真、絵画、短歌、俳句、 川柳、私の

健康法、就業先での出来事、体験談、感想文

など(400字程度)を『シルバーさかい』編集部

会（本部内）までお寄せください。

採用された投稿者には記念品をお贈りしま

す。なお原稿の返却は致しませんのでご了承

願います。

第4問 今号掲載の百舌鳥八幡宮秋祭りで行われたイベントは？

解答例 Ａ ふとん太鼓 天川村施設安全 Ｂ だんじり千早赤阪村ス Ｃ 流鏑馬
や ぶ さ め

第5問 神子畑選鉱場、明延鉱山で採掘されていた主要な鉱物は次のどれ？

解答例 Ａ 金と銀 ダンサーズ0 Ｂ 銀と銅 ラダンサーズ Ｃ 金と銅

令和8年1月(12)

新しい年となりました。会員の皆さまがよ
い年を迎えられますようお祈り申し上げます。

今号の表紙の青空に上っていくバルーンを
見ますと、明るい気持ちになります。

私の家からはバルーンが上がっているのが
よく見えますが、このバルーンの上がる大仙
公園は自転車広場や堺市博物館もあり、多く
の施設が隣接する緑深い場所で、散歩するの
によいところです。

堺市には他にも訪れたい場所がたくさんあ
りますし、歴史的遺跡も多くお祭りも多くあ
ります。
堺市に住むようになって20年が経ちました。

このごろは市内をあちこち行く機会も増え、堺
の魅力を多数発見しています。

今号で「百舌鳥八幡宮秋祭り」の清掃・駐
輪場案内などの仕事をなさっている方や、普
及啓発活動でボランティアで清掃活動をして
いる方々のおかげで街がきれいになっている
のだとありがたく思いました。このほかにも、
シルバーのお仕事は、人の為になるお仕事が
多いように思います。

高年齢者の人口における割合が増えていく
今日、私たち高齢者も社会の一員として、こ
のように何がしかの役を果たしていければい
いですね。 (南)


